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「評価結果」のまとめ用資料
【一部修正：下線部】

地域づくりコーディネーター養成講座

改善して実施 １１人

◆改善のポイント①「目的を明確にする」

・漠然としたコーディネーターではなく、各分野における明確な役割と目的を持ったコ

ーディネーターを育成する。

・コーディネーターから「地域リーダーの育成」へ、本講座の目的を明確にするため、

講座名称の変更を検討すべき。

・テーマを絞って開催する。

◆改善のポイント②「若年層の受講者の増加を目指す」

・講座の開催日程を平日夜間や休日に開催するなど、受講しやすい日程とする。

◆改善のポイント③「講座の講師」

・実際に地域で活躍している人材に、そのノウハウや、実際の人集め、事業の開催方法

や進め方を講義していただく。

◆改善のポイント④「講座の形態」

・初級者を対象とする講座と、実際の活動を行おうとする者または、実際に行っている

者を対象とする 2段階の構成で開催する。

◆改善のポイント⑤「受講者の活動の場の提供」

・地域で活躍していただく人材の育成のみならず、活躍するきっかけや場を提供し、実

活動に繋げる仕組みを検討する。
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わがまち魅力アップ応援事業

改善して実施 １１人

◆改善のポイント①「事業実施者同士の交流の場づくり、実施事業

の報告と評価」
・アンケート調査を実施し、お互いに抱える課題を事前に取りまとめ、お互いの持つノ

ウハウを共有することで、課題を解決したり、協力体制や連携につなげる。

・事業は地域限定であっても、それぞれの取り組みを発表する(実績報告会)場を設け、

市民に活動内容を知らせるとともに、実施者のモチベーションを高める。

・広く市民に、知っていただく必要がある。

・広報活動の意味も含め、全地域統一制度による実績報告の場を設ける必要がある。ま

た、実績報告と合せて、活動手法や実績に対する評価を行うことも、事業の効果を高

めたり継続に繋がる重要なことである。

◆改善のポイント②「広報活動」

・地元でも本事業で採択され実施された事業を知らない住民がいることから、実績を冊

子にまとめる他に、各地域でどのような事業が実施されたのか、広く市民に知ってい

ただけるよう工夫した広報を行う必要がある。

◆改善のポイント③「制度の課題と将来的な見直しの方向性」

・地域協議会ごとに採択される事業に差が生じていることから、審査基準(審査の目線)

の公平性の確保が必要。

・市民協働や地域内分権に繋がらないと思われる事業が採択になっている。

・継続事業に対しても、毎年審査し助言を行う場を設けることが必要。

・地域協議会の委員のみならず、全地域協議会の審査に加わる人(有識者など)を審査委

員として加えることが必要。公平性の確保や適切な助言を言える方。

・事業の成果を高めるため、申請受付や相談時の行政による適切なアドバイスが必要。

・事業を進めることに慣れていない団体もあることから、事業費の繰越を認めることに

より、無駄な予算の消化を抑えられ、柔軟で効果的な事業運営につながる。
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地域福祉推進リーダー養成講座

改善して実施 ５人

市が関与して継続を意味する「拡充して実施に２人」「現状どおり実施に１人」合計８人

◆改善のポイント①「真に地域で活躍するリーダーを育成する」

・健康推進委員、民生委員、保健師、看護師など福祉事業経験者及び興味を持って実際

に地域福祉活動を行っていただける意識の高い市民にも参加いただける講座とする。

・リーダーの役割を明確にした上で、役割を十分に知らせ理解していただくことが重要

であり、その活動内容を具体的に示すことが必要である。

◆改善のポイント②「目的の明確化と内容の充実」

・リーダーの役割を明確にした上で、その役割を十分に果すために必要となる講座内容

にすることが必要である。

・事前にアンケート調査等で、地域福祉の活動を行っている者から実際の現場での課題

等を調査し、この結果を持って、講師とともに講座内容を検討し決定する。

・年１回の講座開催では、人材の育成には繋がりにくいことから、連続した複数回の講

座を開催する。

・地域協議会単位の範囲で講座を開催することも、地域が抱える具体的な課題に重点化

できることから、効果が上がるのではないかと考えられる。

◆改善のポイント③「受講者の活動の場の提供」

・受講者の役割と具体的な活動内容を示した上で、活躍するきっかけや場を提供し、実

活動に繋げる仕組みを検討する。



4

農ある里山暮らしのすすめ講座

改善して実施 ８人

◆改善のポイント①「目的と手段を明確にして開催する」

・開催の目的と手段が曖昧であり、事業展開が明確でなくなっていることから、講座の

具体的な目的を明確に絞って実施する必要がある。

・家庭菜園希望者、新規就農者希望者、リーダー育成など、テーマと対象者を絞って開

催すべきである。

・座学と体験活動の組み合わせを工夫し、受講者のレベルや要求に合う講座内容にする

必要がある。

・塩田地域の特性を活かした講座となるよう内容も検討して欲しい。

◆改善のポイント②「関係機関･部所と連携する」

・農政部門と連携し、里山をどのように活用するのか、再生するのか、講座内容をどう

するのか検討し連携する。

・講座の内容によっては、農政部門の補助事業などへの事業に引継ぐものもある。

◆改善のポイント③「広域連携の取組を行う」

・講座内容や、取組実績を広く市域全体へ広報し、里山に対する意識の高揚を図る。

・他地域の里山に関係した活動団体との連携や交流を開催し、里山が全市的に再生され

る取り組みに繋がるような仕組みを設ける。
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川西里山・水辺をつなぐ会

拡充して実施 ４人

市が関与して継続を意味する「現状どおり実施に３人」合計７人

◆拡充・拡大のポイント①「各地域で各団体の連携が進むよう工夫

する」
・各団体が連携しているモデル的な取り組みであることから、類似事業を実施している

各団体が川西地域以外でも連携できるような取り組みを各公民館でも行う。

・連携して取り組む活動を、全地域に広報することが、他地域における活動の連携にも

良い影響を与えると考える。

◆拡充・拡大のポイント②「後継者と資金面の自主性を重視した行

政のサポート」
・後継者不足、資金面の課題など、今後も継続して地域活動が出来るように行政がサポ

ートすることが必要。そのために、リーダーの育成講座の開催、補助制度の紹介など

の情報提供も必要である。


